
　
大
阪
府
立
箕
面
高
校
で
は
、
２
０
１
４

年
度
に
民
間
出
身
の
日
野
田
直
彦
校
長
が

就
任
し
、「
21
世
紀
型
の
課
題
解
決
学
力

の
育
成
」（
図
）
を
テ
ー
マ
に
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
野
で
の
学
校
改
革
を
進
め
て
い
る
。

　
改
革
の
成
果
は
、
こ
こ
２
年
間
の
学
力

の
伸
び
に
表
れ
て
い
る
。
特
に
英
語
は
、

ベ
ネ
ッ
セ
の
１
年
生
11
月
の
進
研
模
試

で
、
偏
差
値
60
以
上
の
人
数
が
２
年
前
の

37
人
か
ら
15
年
度
は
90
人
と
大
幅
に
増

加
。
他
教
科
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
国
語

は
17
人
か
ら
33
人
、
数
学
は
17
人
か
ら

44
人
と
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、

GT
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S

で
は
、
グ
レ
ー

ド
５
以
上
の
人
数
が
56
人
（
１
年
生
７
月
）

か
ら
79
人
（
１
年
生
12
月
）
と
顕
著
な
伸

び
を
示
し
た
。

　
国
内
外
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
て
実

績
を
上
げ
る
生
徒
も
現
れ
、
14
年
、
ダ
ボ

ス
会
議
（
＊
）
の
若
手
メ
ン
バ
ー
が
主
催

す
る
「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
　R

e-G
enerate Japan

」
の

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
当
時
１
年
生
の
生
徒

が
選
ば
れ
た
。
こ
の
生
徒
は
、
２
年
生
と

な
っ
た
15
年
度
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室

を
起
業
し
た
。

　「
２
年
生
に
は
ア
メ
リ
カ
の
名
門
大
学

に
交
換
留
学
で
き
る
レ
ベ
ル
の
生
徒
が
20

人
以
上
い
て
、
そ
の
う
ち
の
１
人
は
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
ま

す
。
日
本
の
公
立
高
校
か
ら
海
外
の
名
門

大
学
へ
の
進
学
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
が
夢
で
は
な
い
と
い
う
雰
囲

気
が
、
今
の
本
校
に
は
あ
り
ま
す
」
と
、

日
野
田
校
長
は
語
る
。

　
同
校
が
取
り
組
ん
で
き
た
改
革
を
、
主

に
英
語
教
育
を
軸
に
し
た
思
考
力
の
育

成
、
授
業
・
課
外
活
動
に
よ
る
主
体
性
の

向
上
の
２
点
か
ら
見
て
い
く
。

＊世界経済フォーラムの通称。スイスのリゾート地ダボスで毎年１月に開かれる。

図 「箕面高校でつけるべき力」

英
語
を
軸
と
し
た
授
業
改
革
で

生
徒
の
主
体
性
を
高
め
て
い
く

実
践
事
例
●

大
阪
府
立
箕み

の

面お

高
校

生
徒
・
教
師
が
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で

語
り
合
う
土
壌
を
英
語
を
軸
に
つ
く
る

大
阪
府
﹁
骨
太
の
英
語
力
養
成
事
業
﹂
の
指
定
校
で
あ
る
大
阪
府
立
箕
面
高
校
で
は
、
英
語
の
授
業
を
中
心
に
、

論
理
的
思
考
法
の
習
得
と
他
者
理
解
に
重
点
を
置
き
、
授
業
改
善
を
図
っ
て
き
た
。
生
徒
が
安
心
し
て
発
言
で
き
る
場
づ
く
り
に

力
を
入
れ
、
教
師
も
生
徒
と
率
直
に
語
り
合
う
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
生
徒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
育
ま
れ
て
き
た
と
い
う
。

在
学
中
に
起
業
す
る
生
徒
や
、
海
外
の
名
門
大
学
に
直
接
進
学
を
目
指
す
生
徒
も
現
れ
た
。

1

＊学校資料を基に編集部で作成

21世紀型の
課題解決学力

インタラクティブ
授業

各教科・活動

●ロジカル・クリティカル
●デザイン・システム思考
●ディベート思考

●ソクラテス・メソッド
●学び合い、ワークショップ
●ファシリテーション

●教科指導
●部活・生徒会活動
●英語・グローバル教育
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特
集
　「
第
５
回

　学
習
基
本
調
査
」と
現
場
の
視
点
か
ら
考
え
る
　
主
体
的
な
学
習
者
の
姿
と
そ
の
育
成
の
あ
り
方

　
同
校
の
改
革
の
追
い
風
と
な
っ
た
の

が
、
14
年
度
に
始
ま
っ
た
大
阪
府
「
骨
太

の
英
語
力
養
成
事
業
」（
以
下
、骨
太
事
業
）

だ
。
こ
れ
は
、
専
任
講
師
の
派
遣
や
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｆ
Ｌ
に
対
応
し
た
授
業
に
よ
り
、
英
語

圏
の
大
学
で
修
学
で
き
る
英
語
力
の
育
成

を
目
指
す
事
業
で
、
同
校
を
含
む
17
校
が

指
定
を
受
け
て
い
る
。
同
校
の
英
語
教
育

の
目
的
は
、「
英
語
を
使
っ
て
ロ
ジ
カ
ル
、

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
思
考
法
を
身
に
つ
け
る

こ
と
」
と
「
他
者
理
解
」
の
２
つ
だ
。
日

野
田
校
長
は
こ
う
説
明
す
る
。

　「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
は
、
文
化
や
国

境
、
常
識
の
壁
を
超
え
る
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス

な
人
材
だ
と
考
え
ま
す
。
で
す
か
ら
、
対

話
に
よ
っ
て
相
手
と
の
同
質
性
や
相
違
点

を
見
抜
き
、
そ
れ
ら
を
認
識
し
た
上
で
、

素
直
に
認
め
合
う
気
持
ち
を
育
む
こ
と
が

大
切
で
す
。
誰
と
で
も
仲
良
く
す
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
仲
良
く
で
き
な
い
人

で
あ
っ
て
も
、
認
め
合
う
意
識
と
態
度
、

そ
し
て
見
識
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
」

　
そ
う
し
た
力
や
姿
勢
を
育
む
た
め
、
同

校
で
は
、
自
分
の
考
え
を
英
語
で
述
べ
る

活
動
を
繰
り
返
す
。
そ
の
中
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
英
語
力
が
自
然

と
身
に
つ
く
と
い
う
。

　
英
語
を
使
っ
た
論
理
的
思
考
力
の
育
成

を
行
う
の
が
、
国
際
教
養
科
の
学
校
設
定

科
目
「
C
Ａ
Ｌ
Ｌ
演
習
」（
週
２
回
）
だ
。

こ
れ
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
に
対
応
し
た
授
業

と
な
っ
て
お
り
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン

キ
ン
グ
や
デ
ザ
イ
ン
・
シ
ン
キ
ン
グ
な
ど

の
論
理
的
思
考
法
、
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
や

Ｔ
チ
ャ
ー
ト
な
ど
の
合
意
形
成
・
意
思
決

定
の
た
め
の
ノ
ー
ト
テ
イ
キ
ン
グ
技
法
な

ど
を
主
に
学
ぶ
。
１
年
生
の
初
め
は
英
語

を
使
わ
ず
、
日
本
語
で
思
考
法
・
技
法
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
徹
底
的
に
繰
り
返
し
、

基
礎
を
築
い
て
か
ら
、
英
語
を
用
い
た
授

業
を
行
う
。

　
授
業
は
、
講
義
形
式
で
は
な
く
、
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
な
ど
で
行
わ

れ
て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
ス
タ
イ
ル
で
、
生
徒

同
士
が
課
題
解
決
に
つ
い
て
考
え
る
活
動

が
中
心
だ
。
骨
太
事
業
の
特
任
講
師
と
し

て
同
科
目
を
担
当
し
て
い
る
髙
木
草
太
先

生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
海
外
で
学
ぶ
日
本
人
が
最
初
に
突
き

当
た
る
壁
は
、
論
理
的
思
考
法
や
ノ
ー
ト

テ
イ
キ
ン
グ
技
法
で
す
。
国
内
の
高
校
で

何
度
か
教
壇
に
立
っ
た
際
、
私
の
話
を
ひ

た
す
ら
聞
い
て
ノ
ー
ト
を
取
っ
て
い
る
生

徒
た
ち
を
見
て
、
ま
ず
は
議
論
で
き
る
環

境
づ
く
り
や
、
議
論
の
土
台
と
な
る
ツ
ー

ル
を
教
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。
教
室
は
間
違
っ
て
も
よ
い
場
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
場
で
あ
り
、
失
敗
を
楽
し

も
う
と
い
う
共
通
認
識
さ
え
で
き
れ
ば
、

生
徒
は
お
の
ず
と
活
発
に
議
論
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
」

　
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
授
業
を
他
教
科
の
＊プロフィールは2016 年３月時点のものです

大
阪
府
立
箕
面
高
校

◎
校
訓
は「
自
主
自
律
・
和
親
協
力
」。
２
０
１
４
年
度
、

大
阪
府
の
「
骨
太
の
英
語
力
養
成
事
業
」
推
進
校
に

指
定
さ
れ
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
講
座
、
海
外
留
学
の
充
実

な
ど
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
国
際
教
養
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
４
０
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
金
沢
大
、
大
阪
大
、
大
阪
教
育
大
、
和

歌
山
大
、
徳
島
大
、
大
阪
市
立
大
、
大
阪
府
立
大
な

ど
に
60
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早

稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、
関
西

学
院
大
な
ど
に
延
べ
８
３
８
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.osaka-c.ed.jp/m

inoo/

大
阪
府
立
箕
面
高
校
校
長

日
野
田
直
彦

　ひ
の
だ
・
な
お
ひ
こ

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「
多
く
の
人

が
無
理
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
こ
そ
、

チ
ャ
ン
ス
と
楽
し
み
が
あ
る
」

大
阪
府
立
箕
面
高
校

寺
下
公
章
　て
ら
し
た
・
ひ
ろ
あ
き

教
職
歴
29
年
。同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

進
路
指
導
部
長
。「
生
徒
に
大
き
な
夢
を

持
た
せ
、そ
の
実
現
の
た
め
に
支
援
す
る
」

大
阪
府
立
箕
面
高
校

髙
木
草
太
　た
か
ぎ
・
そ
う
た

教
職
歴
１
年
。同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

府
が
派
遣
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｔ
（
ス
ー
パ
ー
・
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）。

写真　マインドマップを書いて、ブレーンストー
ミングを行う生徒たち。生徒がいつでもメモで
きるように、教室の壁がホワイトボードになって
いる。塗るだけでホワイトボードのように書いた
り消したりできる特殊なペンキを特注した。

大
阪
府
立
箕
面
高
校

池
谷
陽
平
　い
け
た
に
・
よ
う
へ
い

教
職
歴
５
年
。同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

首
席
。
１
学
年
主
任
。「
生
徒
に
未
来
へ

の
希
望
を
与
え
る
こ
と
が
教
師
の
仕
事
」

他
教
科
の
教
師
が
Ｔ
Ｔ
で
入
り
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
校
へ
広
げ
る

英
語
教
育
の
目
標
は

論
理
的
思
考
力
の
向
上
と
他
者
理
解
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す
。
生
徒
に
『
な
ぜ
？
』
と
投
げ
か
け
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
し
、
生
徒
も
自

分
が
い
つ
聞
か
れ
て
も
答
え
ら
れ
る
よ
う

な
姿
勢
で
授
業
に
臨
ん
で
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
」

　
希
望
者
対
象
の
短
期
留
学
制
度
も
刷
新

し
た
。
行
き
先
を
ア
メ
リ
カ
と
し
、
語

学
・
交
流
な
ど
を
主
体
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
か
ら
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学

（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
の
ア
ン
ト
レ
セ
ン
タ
ー
所
長

や
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
出
身
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
社
長
と
の
交
流
な
ど
を
行
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
学
習
に
変
え
た
。

　「
起
業
家
育
成
の
第
一
人
者
や
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
の
開
発
チ
ー
ム
の
一
員
な
ど
、

Ｍ
Ｉ
Ｔ
や
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
世
界
最
高

の
メ
ン
バ
ー
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
起

業
家
が
持
つ
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組

む
マ
イ
ン
ド
を
体
感
し
て
も
ら
う
上
で
、

生
徒
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
な
い
経
験
に

な
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
、
日
野
田
校
長
は

振
り
返
る
。

　
16
年
度
は
ボ
ス
ト
ン
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）、
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
、
国
内
の
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
の
３
コ
ー
ス
を
用
意
し
、

経
済
的
な
理
由
で
留
学
で
き
な
い
生
徒
へ

の
支
援
も
行
う
予
定
だ
。

　
も
う
１
つ
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
主

体
性
向
上
の
た
め
の
場
づ
く
り
だ
。
課
外

活
動
や
Ｌ
Ｈ
Ｒ
を
活
用
し
、
様
々
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
。

　
例
え
ば
、
16
年
１
月
に
実
施
し
た
「
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
」
で
は
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
や
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
大

学
な
ど
か
ら
十
数
人
の
学
生
を
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
し
て
招
い
て
課
題
解
決
型
学

習
を
行
っ
た
。
３
～
５
人
１
組
と
な
り
、

各
自
で
案
を
出
し
合
い
、
最
後
に
チ
ー
ム

の
見
解
を
ま
と
め
て
発
表
し
た
。

　
そ
こ
で
重
視
し
た
の
が
、
生
徒
も
教
師

も
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
語
り
合
う
雰
囲

気
を
つ
く
る
こ
と
だ
。「
教
え
る
側
」
と
「
教

わ
る
側
」
の
師
弟
関
係
で
は
な
く
、
一
緒

に
考
え
、
悩
み
を
分
か
ち
合
う
「
同
志
」

と
し
て
議
論
す
る
。

　「
意
見
や
案
を
出
し
合
う
時
に
、
そ
こ

が
安
心
・
安
全
な
場
だ
と
い
う
前
提
で
語

り
合
う
素
地
が
、
日
本
人
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
壊
し
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
そ
れ
は
日
本
人
の
美
徳
で
は
あ
り
ま

す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
代
社
会

で
は
、
非
言
語
で
理
解
し
合
う
こ
と
は
極

め
て
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
思
い
切
っ

て
自
分
を
さ
ら
け
出
す
、
他
者
と
の
違
い

を
認
め
合
う
、
そ
こ
か
ら
初
め
て
共
感
や

共
有
の
気
持
ち
が
生
ま
れ
る
の
で
す
」（
日

野
田
校
長
）

　「
な
ぜ
、
学
ぶ
の
か
」
と
い
う
根
源
的

な
問
い
も
大
切
に
し
て
い
る
。
15
年
度
、

１
年
生
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
、「
今
、何
を
学
ぶ
か
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
３

週
連
続
で
行
っ
た
。
希
望
者
に
よ
る
二
十

数
人
の
生
徒
か
ら
成
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
企
画
・
運
営
を
担
当
。

将
来
、
何
を
仕
事
に
し
て
、
社
会
の
ど
の

よ
う
な
課
題
を
解
決
し
た
い
の
か
、
そ
の

た
め
に
今
、
何
を
す
べ
き
か
を
話
し
合
っ

た
。
そ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
担
当
し
た

１
学
年
主
任
の
池い

け

谷た
に

陽
平
先
生
は
、
生
徒

の
変
化
を
こ
う
語
る
。

　「
初
め
は
活
動
自
体
に
疑
問
を
持
つ
生

徒
も
い
ま
し
た
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

終
わ
る
頃
に
は
、
２
年
生
で
こ
の
活
動
の

続
編
を
行
う
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
を
、
生
徒
た
ち
が
自
ら
相
談
し
始
め

て
い
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
語

教
師
と
の
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
行

う
こ
と
で
、
教
師
が
バ
カ
ロ
レ
ア
な
ど
で

使
わ
れ
る
指
導
方
法
を
学
ぶ
場
と
し
て
い

る
点
だ
。
そ
う
し
て
、
国
語
や
社
会
、
美

術
や
保
健
体
育
な
ど
で
も
、
そ
の
よ
う
な

指
導
方
法
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
す
る
こ

と
で
、
国
際
教
養
科
の
取
り
組
み
を
全
校

に
波
及
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

る
。

　
も
ち
ろ
ん
当
初
は
、
生
徒
も
教
師
も
間

違
い
を
恐
れ
て
、
教
室
が
沈
黙
に
包
ま
れ

る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
髙
木

先
生
は
、「
間
違
っ
て
も
い
い
し
、『
分
か

り
ま
せ
ん
』
で
も
い
い
か
ら
、
と
に
か
く

話
そ
う
」
と
徹
底
し
て
呼
び
か
け
た
。

　「
議
論
の
場
で
何
も
発
言
し
な
い
の
は
、

ク
ラ
ス
と
い
う
『
チ
ー
ム
』
に
何
も
貢

献
し
て
い
な
い
の
と
同
じ
で
す
。
自
分
が

チ
ー
ム
に
ど
の
よ
う
な
価
値
を
提
供
で
き

る
の
か
を
考
え
る
こ
と
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
成
立
さ
せ
る
大
前
提
だ
と

思
い
ま
す
」（
髙
木
先
生
）

　
進
路
指
導
部
長
の
寺
下
公ひ

ろ

章あ
き

先
生
は
、

担
当
す
る
数
学
の
授
業
の
変
化
を
次
の
よ

う
に
語
る
。

　「
ロ
ジ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
や
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
を
意
識
し
、
生
徒
と

の
双
方
向
な
授
業
形
態
を
心
が
け
て
い
ま

海
外
の
起
業
家
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
現

課
外
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
し

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
図
る
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特
集
　「
第
５
回

　学
習
基
本
調
査
」と
現
場
の
視
点
か
ら
考
え
る
　
主
体
的
な
学
習
者
の
姿
と
そ
の
育
成
の
あ
り
方

り
合
う
こ
と
で
、
思
考
が
深
ま
る
こ
と
を

実
感
し
た
生
徒
が
多
か
っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
」

　
普
段
の
授
業
で
も
、
教
師
と
生
徒
、
生

徒
同
士
の
双
方
向
の
関
係
を
大
切
に
し
て

い
る
。

　
例
え
ば
、
英
語
で
は
、
以
前
は
講
義
形

式
が
授
業
の
６
割
を
占
め
、
知
識
の
定
着

を
主
眼
と
し
た
内
容
が
多
か
っ
た
。
今
は

「
生
徒
が
英
語
を
好
き
に
な
る
」
こ
と
を

第
一
の
ね
ら
い
と
し
て
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

に
比
重
を
置
い
た
内
容
と
し
て
い
る
。
単

に
日
常
会
話
が
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、

英
語
で
自
分
の
考
え
を
述
べ
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
の
が
目
標
だ
。
内
容
も
、
生
徒
同

士
で
考
え
を
述
べ
合
い
、
発
表
す
る
ス
タ

イ
ル
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
い
う
。

　
１
年
生
を
例
に
す
る
と
、
ま
ず
教
科
書

を
一
読
し
た
後
、
文
章
の
概
要
を
イ
ラ
ス

ト
や
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
て
表

現
し
、
そ
れ
を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
す
る
。

そ
し
て
、
他
者
の
意
見
も
取
り
入
れ
な

が
ら
サ
マ
リ
ー
を
作
成
す
る
。「
英
語
を
」

学
ぶ
の
で
は
な
く
、「
英
語
で
」
学
ぶ
。

つ
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
の
だ
。

　「
大
学
入
試
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
以

上
に
、
生
徒
が
一
生
学
び
続
け
る
た
め
に

必
要
な
ス
キ
ル
や
態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
生
徒
全
員
が
英
語

を
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
し
、
そ
う
し
た
意
欲
を
引
き
出
す
こ

と
で
、
主
体
的
に
学
び
始
め
る
生
徒
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
池
谷
先
生
は
手

応
え
を
述
べ
る
。

　
２
年
間
の
改
革
を
通
し
て
、
学
力
以
上

に
大
き
な
変
化
を
見
せ
て
い
る
の
が
、
生

徒
の
意
識
だ
。
大
勢
の
人
の
前
で
自
分
の

意
見
を
述
べ
る
生
徒
や
、
論
理
的
に
考
え

主
張
す
る
生
徒
が
増
え
、
中
に
は
自
ら
授

業
改
善
案
を
ま
と
め
て
教
師
に
提
案
す
る

生
徒
も
い
る
と
い
う
。

　
授
業
改
善
に
対
す
る
教
師
の
意
識
に
も

変
化
が
見
ら
れ
る
。
教
科
の
壁
を
超
え
て

自
主
的
に
授
業
を
見
せ
合
い
、
さ
ら
に
授

業
に
対
し
て
自
由
に
意
見
を
述
べ
合
う
雰

囲
気
が
生
ま
れ
て
お
り
、
指
導
改
善
に
結

び
つ
け
て
い
る
教
師
が
増
え
て
い
る
。
特

に
、
20
代
～
30
代
の
若
手
教
師
の
変
化
は

大
き
い
と
い
う
。
寺
下
先
生
は
次
の
よ
う

に
語
る
。

　「
私
た
ち
教
師
に
は
、
プ
ロ
と
し
て
の

結
果
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
１
つ
が
進

学
実
績
で
す
が
、
本
校
で
は
ま
だ
満
足
い

く
結
果
が
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。『
楽
し
い

か
ら
勉
強
す
る
の
で
は
な
く
、
勉
強
す
る

か
ら
楽
し
い
の
だ
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
今
後
も
、
双
方
向
の
授
業
を
一
層

深
化
さ
せ
、
低
学
年
か
ら
学
び
の
楽
し
さ

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
雰
囲
気
を
つ
く
り
、

生
徒
の
進
路
実
現
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
は
、
国
際
教
養
科
を
中
心

に
行
っ
て
い
る
授
業
メ
ソ
ッ
ド
を
、
学
校

全
体
へ
と
さ
ら
に
普
及
を
図
っ
て
い
く
こ

と
だ
。

　「
髙
木
先
生
が
実
践
し
て
い
る
バ
カ
ロ

レ
ア
的
な
指
導
方
法
を
、
普
通
科
の
授
業

や
英
語
以
外
の
教
科
に
も
広
げ
て
い
く
こ

と
が
、
今
後
の
課
題
で
す
。
我
々
が
学
校

を
去
っ
た
後
も
先
生
方
が
継
続
し
て
い

け
る
よ
う
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
考
え
、
学

校
文
化
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」（
日
野
田
校
長
）

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです

生 徒 の 声

教
師
間
に
も
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で

語
り
合
う
雰
囲
気
が
生
ま
れ
る

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
関
係
を

重
視
し
た
授
業
へ
転
換

　本校に来て最も学んだこ

とは、チャレンジする心で

す。中学校時代は間違うこ

とが恥ずかしいと思ってい

ましたが、この高校では、「失敗を恐れず何

でもやってみなさい」と先生が言ってくれ

ることに心強さを感じます。

　以前は英語が苦手でしたが、友人や先生

から刺激を受けて、海外の大学を意識する

ようになりました。2015年度には、国内の

高校生研究発表コンテストにチャレンジし、

特別賞を受賞することができました。

　生徒が提案した授業改善案を、前向きに

受け止めてくれる先生も多いです。今では、

学習意欲も高まり、自分で学習の方法を工

夫することで成績も上がりました。第１志

望校は、ハーバード大学です。簡単ではな

いことは分かっています。でも、夢に向けて、

挑戦したいと思います。

一番学んだことは
チャレンジする心

山本つぼみさん
国際教養科
２年生
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